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特別損失の発生及び平成 23 年 4 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 23 年 3 月 11 日開催の取締役会にて、平成 23 年度 4 月期第 3 四半期において、

下記の通り特別損失が発生いたしますので、その概要をお知らせするとともに、平成 22 年 6 月

10 日に公表した平成 23 年 4 月期（平成 22 年 5 月 1 日～平成 23 年 4 月 30 日）の連結業績予

想及び平成 22 年 6 月 10 日に公表した平成 23 年 4 月期（平成 22 年 5 月 1 日～平成 23 年 4 月

30 日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1.特別損失の発生及びその内容 

ⅰ.投資有価証券評価損 

当社の投資先である株式会社クリエイティブアルファの業績が、投資時点より改善が見られ

ず、株式価値の棄損の兆候があるため、投資有価証券評価損を計上する必要が生じ、当該評価

損 99 百万円を特別損失として計上するものであります。 

ⅱ.貸倒引当金繰入額 

当社から株式会社クリエイティブアルファへの長期貸付金について、同社より返済のリス

ケジューリングの依頼があり、それに応じた結果、貸倒引当金を追加で計上する必要が生じ、

同長期貸付金の貸倒引当金を 113 百万円で特別損失として計上するものであります。 

 

2.平成 23 年 4月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 5月 1日～平成 23 年 4月 30 日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想  (A) 12,500 770 770 320 8,087.96 

今回修正予想  (B) 11,000 780 780 320 8,087.96 

増 減 額  (B－A) ▲1,500 10 10 0  

増 減 率  (％) ▲12.0 1.3 1.3 0.0  

（ご参考） 

平成 22 年 4 月期実績 
11,936 740 732 296 7,480.28 



3. 平成 23 年 4 月期通期業績予想数値の修正（平成 22 年 5月 1日～平成 23 年 4月 30 日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想  (A) 8,500 690 730 320 8,087.96 

今回修正予想  (B) 8,200 710 750 120 2,996.25 

増 減 額  (B－A) ▲300 20 20 ▲200  

増 減 率  (％) ▲3.5 2.8 2.7 ▲62.5  

（ご参考） 

平成 22 年 4 月期実績 
8,267 669 712 310 7,760.02 

 

4.修正の理由 

（連結） 

連結の売上高につきましては、連結子会社である株式会社ハマケンの業績不振が大きく影響し、

当初見込んでいた数値を大幅に割り込んでおります。同社に対し当社は、これまで以上に再三の

営業支援及び経営支援を行ってまいりましたが、改善の兆しが見えないため、今回業績予想の修

正を行うに至ったものであります。 

また当社におきましては、外食産業の厳しい経営環境から企業による店舗閉鎖や、個人飲食店

の退店の件数が増加し、リサイクル品の仕入高増加の影響が出た結果、当初見込んでいた数値よ

りも売上高が低く利益率の高いリサイクル品の販売が堅調に推移致しました。 

これにより、中古厨房機器販売という当社の利点を、営業利益及び経常利益に対して出すこと

ができましたが、その反面、売上高の減少という結果に繋がることとなりました。 

上記の理由により、連結の売上高が当初予想よりも 15 億円少ない 110 億円、営業利益が当初

予想よりも 10 百万円多い 7 億 80 百万円、経常利益が当初予想よりも 10 百万円多い 7億 80 百万

円となる見込みであります。 

 

（個別） 

個別の売上高及び営業利益及び経常利益につきましては、連結と同じく、不況の影響によるリ

サイクル品の仕入増加及び販売増加から、売上高の減少、営業利益及び経常利益の増加となりま

した。また、新規出店分として、当初見込んでいた売上高もあり、出店計画が来期に延期したこ

とにも起因しての修正であります。 

当期純利益につきましては、上記の通り特別損失が発生した為に業績予想の修正を行うに至っ

たものであります。 

上記の理由により、個別の売上高が当初予想よりも 3億円少ない 82 億円、営業利益が当初予

想よりも20百万円多い7億10百万円、経常利益が当初予想よりも20百万円多い7億50百万円、

当期純利益が当初予想よりも 2億円少ない 1億 20 百万円となる見込みであります。 


